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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２９ 

歴代の婦人会長 （篠原村誌続編／同増補篇／鈴木京子氏資料より） 

年（度） 会長名 備考 

昭和 12年２月 伊藤喜作＊ 篠原村婦人会発足（＊村長） 

1２年～17年 柳本満子 大日本国防婦人会篠原村分会 

17年～19年 柳本満子 大日本婦人会篠原村婦人会 

20年３月 － 同 婦人会解散 

27年～37年        鈴木咲子 篠原村婦人会→               

（ 昭和３６年浜松市へ合併）  

浜松市篠原地区婦人会                

  

  

  

  

  

  

  

38年～46年      鈴木かい 

47年～50年       鈴木ふね 

51年～54年      鈴木ふみ 

55年～56年     榊原禮子 

57年～58年     刑部八千代 

59年～60年      山下ちづ子 

61年～62年      山下百合子 

63年～平成 5年       山崎智子 

平成６年～11年    鈴木文子 篠原地区自治会婦人会 

  

  

12年～15年      中村貞江 

16年～22年3月      鈴木京子 

 

 

歴
史
あ
る
篠
原
の
婦
人
会
は
「
篠
原
地
区
自
治
会
婦

人
会
」
と
し
て
、
平
成
22
年
３
月
を
も
っ
て
幕
を
閉

じ
た
。
昭
和
１２
年
の
発
足
以
来
、
時
代
時
代
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
婦
人
会
に
つ
い
て
、

表
面
的
で
は
あ
る
が
整
理
し
て
み
た
。 

戦
前
の
婦
人
会 

婦
人
会
は
国
の
政
策
で
、
生
活
改
善
推
進
や
婦

人
解
放
運
動
へ
の
牽
制
を
目
的
に
地
域
単
位
で

結
成
さ
れ
た
が
、
篠
原
で
も
昭
和
12
年
に
結
成
さ

れ
た
。
そ
し
て
即
、
国
防
婦
人
会
篠
原
村
分
会
が

組
織
さ
れ
恤
兵
、
慰
問
、
修
養
等
Ｔ
Ｖ
等
で
見
ら

れ
る
戦
時
中
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
全
国
的

に
は
複
数
団
体
の
対
立
も
あ
り
、
昭
和
16
年
全
て

の
婦
人
会
が
、
大
日
本
婦
人
会
に
統
合
さ
れ
た
の

を
受
け
、
昭
和
17
年
大
日
本
婦
人
会
篠
原
支
部
が

結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
時
中
末
期
に
は
本
土
防

衛
上
の
非
常
事
態
で
解
散
し
た
。 

戦
後
は
昭
和
２７
年
か
ら
新
し
い
ス
タ
ー
ト 

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て

き
た
頃
、
親
睦
と
隣
保
扶
助
を
目
的
に
し
た
日
本

の
伝
統
的
住
民
組
織
、
同
一
地
域
に
住
ん
で
い
る

女
性
の
団
体
と
し
て
の
婦
人
会
組
織
が
結
成
さ

れ
た
。
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
が
結
成

さ
れ
た
27
年
、
篠
原
村
婦
人
会
も
同
年
4
月
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。（
下
表
参
照
） 

婦
人
会
の
主
な
活
動
内
容 

代
表
し
て
二
例
か
ら
紹
介
す
る
。
（
篠
原
村
誌
増
補

篇
と
元
婦
人
会
長
鈴
木
京
子
氏
の
資
料
を
参
照
し
た
） 

１
．
戦
後
の
婦
人
会
再
開
当
時
の
活
動
（
昭
和
27
年
） 

●
新
生
活
運
動
の
推
進 

①
栄
養
知
識
を
伴
う
料
理
講
習 

②
清
潔
法
の
村
内
実
践
（
村
、
青
年
団
と
連
携
） 

・
蚊
、
の
み
、
蝿
の
撲
滅
の
た
め
の
一
斉
消
毒 

●
婦
人
の
教
養
を
高
め
る
活
動 

華
道
等 

２
．
解
散
当
時
の
活
動
（
平
成
21
年
） 

●
自
治
会
関
係 

 

①
篠
原
婦
人
自
主
防
災
隊
／
放
水
や
救
命
訓
練 

 
 

 

②
敬
老
会
の
運
営 

 

③
赤
十
字
社
費
募
集
・
集
金
／
古
切
手
収
集 

④
自
治
会
行
事
、
関
係
団
体
へ
の
参
加
協
力 

 
 

・
篠
原
地
区
体
育
大
会 

・
篠
原
地
区
た
こ
揚
げ
会 

 
 

・
篠
原
商
工
会
篠
原
地
区
夏
祭
り 

 
 

・
篠
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

・
青
少
年
健
全
育
成
会 

●
教
養
講
座
（
月
一
回
） 

 

・
華
道 

 

・
茶
道 

●
そ
の
他 

 

・
貸
し
衣
裳 

 

・
親
睦
旅
行 

ま
と
め 

 

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

地
区
体
育
大
会
で
、
運

動
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が

っ
て
の
婦
人
会
員
全
員

で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。

そ
ん
な
雰
囲
気
。
今
後

共
残
し
て
い
き
た
い
も

の
だ
。
（
山
下
勝
彦
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

特筆事項 

会長の鈴木咲子さんに

は、昭和 33 年、静岡県

婦人団体連絡会より、地

域婦人団体の育成、婦人

の向上等の功績に対し、

感謝状が贈られている。 

以降は単位自治会の中

で参画している。 
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篠
原
地
区
の
現
在
あ
る
土
地
の
形
態
は
い
つ
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
劇
的
に
変
わ
っ
た
の
に

案
外
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
そ
こ
で
そ
の
経
過
と
土
地

改
良
し
た
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。 

 

二
つ
あ
る
土
地
改
良
事
業
の
内
、
県
道
北
の
「
坪
井

馬
郡
土
地
改
良
区
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
触
れ
な
い
。 

「
篠
原
村
舞
阪
町
南
部
土
地
改
良
区
」
設
立 

 

こ
の
土
地
の
改
良
事
業
は
、
昭
和
34
年
2
月
27
日

付
け
で
「
土
地
改
良
設
立
認
可
申
請
書
」
が
静
岡
県
知

事
、
斎
藤
寿
夫
あ
て
規
定
に
よ
る
書
類
を
添
え
て
申
請

さ
れ
た
の
が
正
式
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
同
年
5
月
19
日
に
認
可
さ
れ
、「
篠
原
村
舞
阪
町
南

部
土
地
改
良
区
」
が
設
立
し
た
の
で
あ
る
。 

土
地
改
良
へ
の
契
機
は
国
道
の
改
修
か
ら 

 

こ
の
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
24
年
6
月
に
施
行

さ
れ
た
土
地
改
良
法
に
よ
り
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
国
土
基
盤
整
備
、
開
発
事
業
で
あ
る
。 

そ
ん
な
中
、
篠
原
地
区
に
は
そ
れ
以
上
に
差
し
迫
っ

た
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る

静
岡
新
聞
昭
和
３３
年
１
月
１３
日
の
記
事
よ
り
「
東
海

道
国
道
に
お
け
る
“
陸
の
玄
界
灘
〝
と
ま
で
い
わ
れ
、

天
気
の
良
い
日
は
文
字
通
り
黄
塵
万
丈
で
両
側
の
民

家
を
襲
い
、
年
中
雨
戸
も
あ
け
ら
れ
ず
、
雨
の
日
は
自

動
車
が
泥
を
は
ね
上
げ
全
く
の
交
通
地
獄
と
さ
れ
て

い
る
篠
原
村
地
内
の
国
道
」
そ
の
改
修
と
拡
幅
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。
建
設
省
は
可
美
村
高
塚
か
ら
南
に
出
て

篠
原
国
道
に
沿
っ
て
西
進
し
、
舞
阪
駅
前
の
国
道
（
旧

国
道
）
に
合
流
さ
せ
る
延
長
五
、
五
六
〇
ｍ
、
巾
１３
ｍ

の
構
想
を
立
て
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
舞
阪
町
地
内
の

東
海
道
１
ｋｍ
に
わ
た
る
松
並
木
の
伐
採
に
対
す
る
猛

反
対
が
お
き
た
。
こ
の
た
め
建
設
省
は
や
む
を
え
ず
、

現
在
あ
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

も
と
も
と
国
道
建
設
と
土
地
改
良
は
全
く
関
係
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
国
道
建
設
の
早
期
建
設
の
た
め
に

は
、
農
地
の
区
画
整
理
が
先
行
し
て
確
定
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

合
わ
せ
国
営
の
三
方
原
用
水
事
業
が
始
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
ひ
き
込
む
た
め
に
も
、
確
定
し
た
土
地
区

画
が
必
要
で
あ
っ
た
等
、
こ
の
土
地
改
良
が
早
期
に
進

展
し
た
理
由
で
あ
り
、
舞
阪
町
と
の
連
携
も
果
た
せ
た
。 

土
地
改
良
区
の
認
可
ま
で
の
手
続
き 

 

申
請
人
代
表
と
し
て
鈴
木
芳
蔵
氏
が
選
ば
れ
、
設
立

認
可
申
請
書
に
は
、
左
記
の
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。 

① 

定
款
及
び
規
約
案 

② 

土
地
改
良
事
業
計
画
書 

③ 

公
告
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面 

・
公
告
書 

・
土
地
改
良
事
業
計
画
概
要
書
等 

④ 

同
意
を
証
す
る
書
面 

⑤ 

事
業
費
の
細
目
及
び
資
金
計
画 

⑥ 

第
一
回
総
会
ま
で
の
役
員
選
任
調
書
等 

『
舞
阪
町
史
下
巻
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
３３
年
３
月
２７

日
に
篠
原
村
の
農
協
組
合
長
、
助
役
、
議
長
等
五
名
が

舞
阪
町
を
訪
ね
、
国
道
１
号
線
新
設
問
題
と
合
わ
せ
土

地
改
良
事
業
の
共
同
実
施
の
打
合
せ
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
急
ピ
ッ
チ
で
歩
調
を
合
わ

せ
、
組
合
員
と
な
る
べ
き
人
の
同
意
を
得
る
よ
う
尽
力

さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
特
に
３４
年
度
事
業
に
の
せ
る

た
め
に
は
、
33
年
９
月
ま
で
に
こ
れ
ら
書
類
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
短
期
間
に
よ
く
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
だ
と
感
じ
る
。
住
民
の
こ
の
事
業
へ
の
期
待

が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。 

昭和５７年３月に立てられた竣工記念碑 
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一目瞭然 

土
地
改
良
の
成
果
（
土
地
改
良
の
意
義
） 

 

右
と
下
の
地
図
は
昭
和
８
年
発
行
と
昭
和
５１
年
発

行
の
「
土
地
宝
典
」
か
ら
の
引
用
で
、
土
地
改
良
前
後

の
差
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
特
に
以
前
の
土
地
の
姿
を

注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
篠
原
東
の
東
八
幡
、
西
八

幡
の
前
当
り
で
あ
る
が
、
地
番
も
全
く
新
し
く
な
っ
て

い
る
。
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。 

・
国
道
の
新
設
と
共
に
、
農
地
の
区
画
整
理
、
排
水
路

の
整
備
、
農
道
の
新
設
改
良
、
新
国
道
へ
の
取
付
け
道

路
の
新
設
等
、
こ
の
地
域
の
地
勢
を
大
き
く
変
え
た
。 

・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
農
業
機
械
が
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
作
業
の
効
率
が
飛
躍

的
に
向
上
し
た
。 

・
三
方
原
用
水
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
農

作
物
の
質
量
共
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。 

・
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
が
図

ら
れ
、
玉
葱
産
地
の
維
持
が
可
能
に
な
っ
た
。 

・
農
地
の
転
用
が
容
易
に
な
り
、
宅
地
化
や

商
業
、
工
業
、
公
共
施
設
等
土
地
活
用
の
道

が
開
け
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。 

篠
原
村
舞
阪
町
南
部
土
地
改
良
区
の
ま
と
め 

 

換
地
の
こ
と
や
、
資
金
計
画
等
幾
多
の
問
題
に
つ
い

て
は
割
愛
し
、
竣
工
記
念
碑
よ
り
ま
と
め
に
留
め
る
。 

・
土
地
改
良
区
設
立 

昭
和
34
年
3
月
19
日 

・
区
画
整
理
事
業
完
了 

昭
和
４７
年
３
月
３１
日 

・
工
事
着
工 

昭
和
４６
年
１
月
２６
日 

・
工
事
完
了 

昭
和
５７
年
３
月
２１
日 

・
総
面
積 

２
９
５
．
２
ｈａ 

・
組
合
員
数 

１
０
４
２
人 

・
総
事
業
費 

１７
億
１
千
万
円 

な
お
工
事
完
了
後
も
、
三
方
原
用

水
受
益
団
体
と
し
て
、
今
尚
存
続
し

て
い
る
。 

歴
代
の
理
事
長
（
敬
称
略
） 

 

最
後
に
こ
の
大
事
業
を
導
い
て
い

た
だ
い
た
歴
代
理
事
長
を
列
挙
す
る
。 

昭
和
34
～
54
年 

鈴
木
光
次 

昭
和
54
～
平
成
11
年 

鈴
木
進
午 

平
成
11
～
15
年 

那
須
田 

進 

平
成
15
年 

 

鈴
木
久
雄 

平
成
15
年
～
19
年 

那
須
田
謹
司 

平
成
19
年 

鈴
木
敏
彦 

平
成
19
～
23
年 

山
下
政
利 

平
成
23
～
27
年 

鈴
木
計
一 

平
成
27
年
～ 

 

榊
原
政
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
下
勝
彦
） 
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祇園さん 

７月１４日は祇園です。最近

では地域の人達が出やすい日

に変わっている所もあります

が、篠原地区でも八阪神社や、

津島神社が祀られている何か

所かのお堂で、お祭りが行われ

ています。 

 東馬郡の津島様のお堂は観

音堂跡にあり、７月１４日夕

方、県道からの路地の角に立て

られた灯籠に火が入り、お堂の

前の列にした数多くの燈明も

一斉にともされる。近所の人た

ちが三々五々来て無病息災を

祈り、ひと時の歓談の場となっ

ています。 

 少し前までは、夏祭りとして

子供たちの楽しみの日でもあ

りました。  （鈴木 忠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葦
毛

い

も

う

湿
原
っ
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
豊
橋
市
岩
崎 

に
あ
る
湿
原
で
す
。
弓
張
山
系
の
広
さ
５
万
㎡
の
な
だ

ら
か
な
傾
斜
地
に
あ
り
、
俗
世
間
か
ら
離
れ
た
所
で
す
。 

 
 

私
が
知
っ
た
の
は
昭
和
50
年
頃
、
夏
、
友
達
と
訪

ね
ま
し
た
。
枕
木
の
遊
歩
道
を
歩
く
と
、
両
側
に
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
が
び
っ
し
り
生
え
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
が

飛
び
か
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
い
っ
ぱ
い
の
こ
ん
な
所

が
都
会
の
近
く
に
よ
く
残
っ
て
い
た
な
と
驚
き
ま
し

た
。 葦

毛

い

も

う

の
名
は
源
頼
朝
伝
説
に
由
来
し
ま
す
。
頼
朝
の

乗
っ
た
葦
毛

あ

し

げ

の
馬
は
、
厳
し
い
山
越
え
の
た
め
か
に
わ 

か
に
苦
し
み
出
し
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
亡 

骸
を
葬
っ
た
の
が
こ
の
地
で
す
。
そ
し
て
葦
毛

い

も

う

と
名
が 

付
い
た
そ
う
で
す
。 

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
は
知
っ
て
の
と
お
り
食
虫
植
物
で

す
。
他
に
黄
色
の
可
愛
い
花
が
咲
く
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
食
虫
植
物
で
す
。
私
の

好
き
な
湿
原
植
物
は
他
に
、
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ
ク
サ
が
あ

り
ま
す
。
直
径
１
ｃｍ
程
の
真
っ
白
な
球
形
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
こ
れ
が
9
月
の
湿
原
に
群
生
す
る
の
は
、

見
事
な
も
の
で
す
。
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
日
本
最
小

の
ト
ン
ボ
で
全
長
1.5

ｃｍ
程
で
す
。
数
が
少
な
く
現
在

こ
の
湿
原
で
は
絶
滅
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
40
年
、
葦
毛
湿
原
に
は
何
度
も
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
新
聞
や
雑
誌
で
た
び
た
び
紹
介
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
訪
れ
る
人
が
増
え
る
に
従
い
、

駐
車
場
、
ベ
ン
チ
、
歩
道
、
案
内
板
な
ど
が
整
備
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
分
、
少
し
ず
つ

風
情
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
自
然

を
守
る
た
め
に
は
仕
方
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

皆
さ
ん
、
葦
毛
湿
原
に
行
か
れ
た
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
ま
だ
の
方
は
地
図
を
片
手
に
湿
原
を
散
策
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
し
の
癒
し
を
体
験

し
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 

（
鈴
木
幹
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